
                                                          2018 年 10 月 27 日 

「神戸発祥の総合商社の源流・鈴木商店を知る」勉強会 第 2 回 

 

                     鈴木商店記念館  小宮 由次 

 

  金子直吉書簡シリーズ金子直吉書簡シリーズ金子直吉書簡シリーズ金子直吉書簡シリーズ②②②②「天下三分の宣誓書」「天下三分の宣誓書」「天下三分の宣誓書」「天下三分の宣誓書」    （大正（大正（大正（大正 4444 年年年年 11111111 月月月月 1111 日）日）日）日）    

 

 

 

大正3(1914)年に勃発した第一次世界大戦による大戦景気を見越し、“一斉買い出動”

を敢行した鈴木商店は、莫大な利益をあげた。本書簡は、こうした状況下にあった鈴木

商店が千載一遇の好機を捉えて大躍進を期す金子直吉の大号令であった。後年、「天下

三分の宣誓書」と云われる金子の熱情溢れる文面には、冷静に戦況を見極め、具体的な

行動を指示していることが読み取れる。 

◇◇◇◇「小川君の増員を行うもまたロンドン出張所にかくの「小川君の増員を行うもまたロンドン出張所にかくの「小川君の増員を行うもまたロンドン出張所にかくの「小川君の増員を行うもまたロンドン出張所にかくの如如如如

ごと

き余裕をき余裕をき余裕をき余裕を与与与与

あた

えんと欲するに外えんと欲するに外えんと欲するに外えんと欲するに外

ならず、」ならず、」ならず、」ならず、」                                                                                                    ((((6666))))112438112438112438112438    

大戦景気で忙しくなった鈴木商店は、ロンドン支店強化のため入社 3 年目の小川実三

郎の増員を決めた。高畑誠一支店長以下 29 名の日本人駐在員の陣容であった。 

◇◇◇◇「「「「今日今日今日今日

こんにち

船舶の黄金時代が戦後まで継続するものとせば船舶の黄金時代が戦後まで継続するものとせば船舶の黄金時代が戦後まで継続するものとせば船舶の黄金時代が戦後まで継続するものとせば凡凡凡凡

およ

そそそそ何時何時何時何時

い つ

まで継続すべきまで継続すべきまで継続すべきまで継続すべき哉哉哉哉

や

、戦、戦、戦、戦

後運賃界は後運賃界は後運賃界は後運賃界は如何如何如何如何

い か

に成りゆくべきに成りゆくべきに成りゆくべきに成りゆくべき乎乎乎乎

か

」」」」                                                                            ((((7777))))112441112441112441112441    

◇◇◇◇「造船費用は戦前と「造船費用は戦前と「造船費用は戦前と「造船費用は戦前と今日今日今日今日

こんにち

と又と又と又と又何何何何

なに

程程程程

ほど

の差ありや戦後はの差ありや戦後はの差ありや戦後はの差ありや戦後は如何如何如何如何

い か

にににに成成成成

なり

行行行行

ゆ

くべきくべきくべきくべき乎乎乎乎

か

」」」」(12)112639(12)112639(12)112639(12)112639    

 第一次世界大戦により我国の海運・造船業界は、未曾有の好景気に沸き、英米に次ぐ

世界第 3位の造船国に急成長した。鈴木商店は、川崎造船所のストックボート 9,000 ト



ン型 10 隻を含む 18 隻を大量売約した。運賃（傭船料）、船価も大戦前に比べ急上昇し

たが、大戦終結とともに急落した。 

◇◇◇◇「英米における鉄の供給は戦局の「英米における鉄の供給は戦局の「英米における鉄の供給は戦局の「英米における鉄の供給は戦局の如何如何如何如何

い か ん

にににに拘拘拘拘

かか

わらず継続し得らるるや、戦後における需わらず継続し得らるるや、戦後における需わらず継続し得らるるや、戦後における需わらず継続し得らるるや、戦後における需

要供給の見込み要供給の見込み要供給の見込み要供給の見込み如何如何如何如何

い か ん

」」」」                                                                        ((((11111111))))112635112635112635112635～～～～((((12121212))))112639112639112639112639    

    第一次世界大戦開戦 3ヶ月後の大正 3(1914)年 11 月、鈴木商店は、全ての商品・船

舶に対する一斉買い出動を敢行、金子は、ロンドンの高畑支店長に対し、“Buy Any 

Steel,Any Quantity, at Any Price”（鉄と名のつくものは何でも金にいとめをつけず

いくらでも買いまくれ）と異例の指令を出した。 

 しかし、大正 5(1916)にはイギリスは鋼材輸出を禁止、さらに大正 6(1917)年には、

米国が参戦するとともに鋼材輸出を禁止した。 

 

◇◇◇◇「英国「英国「英国「英国如何如何如何如何

い か

にににに富富富富

と

めりとめりとめりとめりと 雖雖雖雖

いえど

もももも今日今日今日今日

こんにち

のののの如如如如

ごと

き大戦をき大戦をき大戦をき大戦を永永永永

なが

くやる時は、結局くやる時は、結局くやる時は、結局くやる時は、結局不換不換不換不換

ふ か ん

紙幣紙幣紙幣紙幣

し へ い

を発行すを発行すを発行すを発行す

るにるにるにるに至至至至

いた

らん・・・」らん・・・」らん・・・」らん・・・」                                                                                                                                    (17)113050(17)113050(17)113050(17)113050    

    第一次世界大戦で各国は、金本位制を停止していたが、戦争終結後、金本位制に復帰

するのか、管理通貨制度に移行して不換紙幣を発行することになるのかが金子直吉の最

大の懸念であった。 

 

◇◇◇◇「「「「小寺小寺小寺小寺

こ で ら

の場合はの場合はの場合はの場合は豆油豆油豆油豆油

と う ゆ

のののの満船積満船積満船積満船積

まんせんづみ

商売を商売を商売を商売を為為為為

な

す事す事す事す事珍珍珍珍

めず

らしからざるをらしからざるをらしからざるをらしからざるを以以以以

もっ

てててて 甚甚甚甚

はなは

だだだだ羨望羨望羨望羨望

せんぼう

にににに堪堪堪堪

た

えず」えず」えず」えず」    

                                                                                                                            ((((23232323))))113126113126113126113126    

    大豆の一大産地・満州を背景に大連を拠点に大々的な製油事業を展開する「小寺洋行」

を追撃せんとする金子直吉の決意が見られる。満鉄の大豆油製造事業を買い取り、鈴

木商店大連工場の建設から「豊年製油」、「日本油脂」の設立に繋がって行く。 

 

 

 



◇◇◇◇「当方にて「当方にて「当方にて「当方にてはははは銅銅銅銅

どう

亜鉛亜鉛亜鉛亜鉛

あ え ん

等等等等

とう

製錬製錬製錬製錬

せいれん

事業事業事業事業

じぎょう

を開始したるにを開始したるにを開始したるにを開始したるに 甚甚甚甚

はなは

だだだだ好結果也好結果也好結果也好結果也

こうけっかなり

。」。」。」。」    ((((26262626))))113142113142113142113142        

    「小川君持参の「小川君持参の「小川君持参の「小川君持参の砲弾砲弾砲弾砲弾

ほうだん

はロシヤの注文にて数か月後より製造する予定也。」はロシヤの注文にて数か月後より製造する予定也。」はロシヤの注文にて数か月後より製造する予定也。」はロシヤの注文にて数か月後より製造する予定也。」        

((((31313131))))113217113217113217113217    

                                鈴木商店の非鉄金属製錬事業へ乗り出すきっかけとなった出来事。帝政ロシアと我国

の知られざる友好関係が背景にあった。 

    

◇◇◇◇「船舶、「船舶、「船舶、「船舶、先先先先

さき

のののの帝国帝国帝国帝国

ていこく

丸丸丸丸

まる

は他に売却（は他に売却（は他に売却（は他に売却（明 年明 年明 年明 年

みょうねん

七月七月七月七月、、、、六十五万円にて）せり、続いて六十五万円にて）せり、続いて六十五万円にて）せり、続いて六十五万円にて）せり、続いて報国報国報国報国

ほうこく

丸丸丸丸

まる

のののの

また売らんとす。」また売らんとす。」また売らんとす。」また売らんとす。」                                                                                            ((((29292929))))113210113210113210113210 

    

    鈴木商店の“船舶部”の出発点となった「南満州汽船」の事業を見直し、本格的な海

運会社「帝国汽船」の設立につながる密かな動きが始まった。南満州汽船の保有船舶「帝

国丸」「報国丸」の抹消事由からも本書簡が書かれた時期が大正 4(1915)年であること

が明らかである。 

 

◇「三井三菱を圧倒する◇「三井三菱を圧倒する◇「三井三菱を圧倒する◇「三井三菱を圧倒する乎乎乎乎

か

、、、、然然然然

しか

らざるもらざるもらざるもらざるも彼等彼等彼等彼等

か れ ら

と並んで天下をと並んで天下をと並んで天下をと並んで天下を三分三分三分三分

さんぶん

するするするする乎乎乎乎

か

、、、、是是是是

これ

鈴木商店全鈴木商店全鈴木商店全鈴木商店全

員員員員の理想とするの理想とするの理想とするの理想とする所 也所 也所 也所 也

ところなり

。。。。」」」」    ((((37373737))))113249113249113249113249    

 本書簡のクライマックスとも云うべき箇所。ロンドン支店の社員のみならず全社員に

金子の決意を訴える熱情が伝わってくる。 



 明治から大正期の貿易業界を牽引した鈴木、三井が激しいデッドヒートを繰り広げ、

三菱合資がいよいよ本腰を入れて貿易に乗り出そうとする中、金子直吉の天下を制する

決意が溢れている。 

 ◎「三国志演義と天下三分の計」 

 ◎「三国志（正史）と天下三分の計」 

 

 

 

 

  

   三国志演義（三国演義）         三国志（正史）・魏志倭人伝 

 

金子がいずれの“天下三分の計”を意識していたか不明だが、三者の均衡を保つので

はなく、天下統一を描いたことは容易に想像できる。 

 

◇「日本海海戦に於ける東郷大将が◇「日本海海戦に於ける東郷大将が◇「日本海海戦に於ける東郷大将が◇「日本海海戦に於ける東郷大将が彼彼彼彼

か

の“の“の“の“帝国帝国帝国帝国

ていこく

のののの興廃興廃興廃興廃

こうはい

此此此此

こ

のののの一挙一挙一挙一挙

いっきょ

にににに在在在在

あ

り”と信号したるとり”と信号したるとり”と信号したるとり”と信号したると

同一の同一の同一の同一の心持也心持也心持也心持也

こころもちなり

」」」」                                                                                                            (4(4(4(42222)1134)1134)1134)113415151515    

        三井、三菱との決戦に臨み、勝利を期す鈴木商店の“Z旗”だったと云える。 

    

        ◇◇◇◇「十一月一日「十一月一日「十一月一日「十一月一日    須磨自宅にて須磨自宅にて須磨自宅にて須磨自宅にて    金子直吉金子直吉金子直吉金子直吉                高畑君高畑君高畑君高畑君    小林君小林君小林君小林君    小川君」小川君」小川君」小川君」

((((43434343))))113424113424113424113424 

    本書簡の日付については、従来諸説あったが、後年、小川実三郎自身が大正 4(1915)

年のロンドン赴任を明らかにしたことから決着した。    


